
東京新田 地名に残る新田開発
徳川の世から明治新政府に、公務員であった武士階級が仕事にあぶれて社会問題に！？
クリメカのある野田、東葛地区は下総台地と呼ばれる広大な台地に含まれています。
江戸時代には幕府直轄の牧場があり、小金牧、佐倉牧と呼ばれていました。明治維新で体制が大きく
変わり士族階級はじめ多くの失業者が出ました。放置すると社会不安に発展するため後の三井財閥に
依頼して新田開発を行いました。開墾順に地名を付け、現在もその名が残っています。
クリメカ近郊は４番目の豊四季と１２番目の十余二

       

三井高福【みつい・たかよし】
江戸時代より続く三井家惣領家の 8 代目。天保期以降の経営難の時期に家政の改革に取り組んだ。
幕末～維新の複雑な政局を乗り切り、三井銀行、三井物産を興し、財閥としての基礎を築く。
公事業にも尽力し、現在の柏の葉エリアを含む幕府の放牧場・小金牧の開墾事業にあたる。
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